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§１．研究成果の概要 

 

本年度は目標達成に向け提案時に設計したタスクを再整理し、ワークパッケージを設定するとと

もに、 WP毎での議論を開始した。 

WP1：地域モデルの転移技術（リード：山口 G） 

WP2：TASK/OS5基盤設計と実装（リード：山口 G） 

WP3：地域データと差分プライバシ（リード：矢内 G） 

WP4：災害実証設計（リード：稲場 G） 

WP5：交通実証設計（リード：新井 G） 

WP6：デジタルテレビ活用（リード：矢野 G） 

WP1は山口Gが中心となり、地域モデルの転移を扱うこととした。まず地域モデル転移の概念を明

確化し、本研究開発において扱う地域データに関する検討・整理を行った。地域データの転移に

はプライバシ保護ならびに AI における可用性といった２つの意味があることが明確化された。WP2

も山口 G が中心となり、前倒しで検討と設計を開始した。WP4 や WP5 における実証実験シナリオ

設計あるいは自治体との協力交渉のカードとして早期に活用可能なコア機能を早急に実現するこ

とを目指し、基本設計を実施した。WP3 では矢内 G が中心となり、WP1 と同様のコンテキストの議

論を差分プライバシなどで展開するための方法論の検討を実施した。また匿名化アプローチの適

用可能性やその際の課題なども併せて検討している。WP1 と WP3 により、地域データの保護と活

用アプローチの確立を目指す。WP4 は稲場 G が精力的に各自治体を訪問し、本プロジェクトへの

協力体制の構築や自治体選定を行っている。九州や四国の自治体が協力自治体として候補にな

っており、稲場 G が有する「たすかんねん」「災救マップ」の同時展開などで実フィールドの確保を

目指している。WP5 は新井 G が中心となり、兵庫県の交通会社などとの折衝を行っている。また同

県自治体における行動情報生成プロジェクトを実施した。WP6は矢野 Gが高齢者向けデジタル放

送サービスの現状整理と新サービスの検討を行った。現在のデジタル放送あるいはハイブリッドキ

ャストといった新しいサービスに対する認証やデータ表示の枠組みを検討した。
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§２．研究実施体制 

 

（１）山口グループ 

① 研究代表者：山口 弘純 （大阪大学 大学院情報科学研究科 教授） 

② 研究項目 

-地域転移モデルの開発 

-TASK/OS5基盤アーキテクチャの全体設計） 

-TASK/OS5基盤を用いた実証準備 

 

（2）矢内グループ 

① 主たる共同研究者：矢内 直人 （大阪大学 大学院情報科学研究科 准教授） 

② 研究項目 

-地域モデルのセキュアな転移技術の開発 

-セキュアな転移モジュールの設計開発 

 

（3）稲場グループ 

① 主たる共同研究者：稲場 圭信 （大阪大学 大学院人間科学研究科 教授） 

② 研究項目 

-災害アプリケーションモジュールの設計開発 

-実証自治体の策定と調整 

-実証シナリオ設計 

 

（4）新井グループ 

① 主たる共同研究者：新井 圭太 （近畿大学 経済学部 准教授） 

② 研究項目 

-交通アプリケーションモジュールの設計開発 

-実証自治体の策定と調整 

-実証シナリオ設計 

 

（5）矢野グループ 

① 主たる共同研究者：矢野 健太郎 （讀賣テレビ放送（株） 編成局 チーフ・ エキスパート） 

② 研究項目 

-デジタルＴＶデータ放送を用いたセキュア基盤の設計 

-同基盤を用いた実証準備 
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